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上徳良地域は，三原市大和支所やJA等が所在する下
徳良地域に隣接し，比較的利便性に恵まれ，特徴のあ
る農業，養鯉業が行われているほか，事業所が比較的
多く立地し，産業活動が活発な地域ですが，若年層を
中心に人口が流出するなど，高齢化・少子化が進行
し，地区活動の担い手が不足してきており，自治会及
び各種団体が結束して，地区の維持・活性化に取り組
むことが求められています。
こうした状況において，自分たちの地区のことは自分
たち自らで考え，一人ひとりがそれぞれの立場で協力
して持続可能なまちづくりに取り組むことが一段と重
要になっています。
このため，上徳良自治振興会では，平成29(2017)年
３月に策定した「上徳良地域まちづくり計画」とその後
の取組を踏まえて，新たに「第２期上徳良地域まちづく
り計画（上徳良地域ビジョン）」の策定に取り組みまし
た。

「第２期上徳良地域まちづくり計画（上徳良地域ビジョ
ン）」は，上徳良自治振興会が中心となり地域内の各種
団体と連携して取り組むことを総合的に示したもの
で，地区において，まちづくりの方向性を共有するとと
もに，共通の指針とするものです。
また，計画内容を広く発信して，地区出身者，都市住
民，大学生など，多様な方の幅広い応援を働きかける
ために活用します。

上徳良自治振興会では，各種団体の代表者などととも
に「上徳良地域ビジョン策定委員会」を組織し，策定に
取り組みました。
また，策定にあたっては，全住民を対象とした意見交
換会（ワークショップ）を開催するなど，住民の皆さん
の幅広い意見を聞きました。
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上徳良地区の位置

上 徳 良 地 区 の 資 源

美しい田園風景，温暖な気候，地域に生息する豊富な動植物，絶滅危
惧種のヒョウモンモドキの生息，生物が豊富な河川（徳良川，前谷川，
秋郷川，影久川，信末川），照明寺，宝生寺，歯の神様，風邪の神様，宝
伝説，サツキロード，おいしい米，桃，レンコン，イチゴ，ブドウ，世界有
数の錦鯉の養殖（阪井養魚場），イルミネーション，ポニー牧場，夏祭
り，盆踊り，とんどなど
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発行 上徳良自治振興会（広島県三原市大和町上徳良）
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将 来 像 強い絆のもと，地域に誇りを持ち健やかに暮らす　上徳良

基 本 計 画

計 画 の
推 進 体 制

計 画 の 周 知 ， 取 り 組 み へ の 参 加 の 働 き か け

計 画 の 推 進 体 制 づ く り

情 報 の 受 発 信 体 制 の 確 立
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ま ち づ く り の 体 系 将来像の実現に向け, 目標を持って取り組みます

定 住 ・ Ｕ Ｉ タ ー ン が
活 発 な ま ち づ く り2

地 域 に 愛 着 を 持 つ 子 ど も の 育 成1

地 域 を 挙 げ て の 子 育 て 支 援2

地 域 出 身 者 と の 交 流 の 推 進3

若 者 定 住 ・ Ｕ Ｉ タ ー ン の 促 進4

農 林 地 の 保 全 と
地 場 産 業 が 輝 く
ま ち づ く り
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農 地 の 保 全 と 特 徴 の あ る 農 業 の 振 興1

山 林 の 保 全 と 活 用2

そ の 他 の 産 業 の 振 興3

都 市 住 民 と の 交 流 が
活 発 な ま ち づ く り4

地 域 の 魅 力 の 発 信1

多 様 な 地 域 体 験 の 提 供2

新 し い 観 光 ス タ イ ル へ の 対 応3

も て な し 環 境 の 強 化4

住 み 良 さ と 一 体 感 の
あ る ま ち づ く り5

地 域 環 境 の 保 全 ， 美 し い 景 観 づ く り1

住 民 交 流 の 推 進2

地 域 行 事 の 維 持 ・ 充 実3

自 主 防 災 活 動 の 推 進4

高 齢 者 な ど が
安 心 元 気 に 暮 ら せ る
ま ち づ く り  

1
見 守 り の 充 実1

日常生活の支援2

交 流 ・ 生 き が い 活 動 の 推 進3

介 護 者 の い る 家 族 の 支 援4


